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英 語 活 動 指 導 案
平成 年 月 (木)・ 月５・ (水)・ 日(月)20 10 30 11 12 17

６年１組 指導者 松田 康子T1

T ALT2

「行ってみたい国を紹介しよう」 （全４時間）１ 単元名

主な使用表現 ～ ～ 国名I want to go to . , I want to . ,

２ 単元の考察

○ 教材観

、 、 、 、 、児童は 第５学年までの英語活動において 英語での簡単な挨拶や色や数 スポーツの名前 動物

乗り物、食べ物などの身近なものの名前を表す単語に触れてきた。また、前単元の「鎌倉の道案内を

しよう」では 「～は、どこですか 」と、尋ねる表現や方向、建物を示す言葉を使って道案内を体、 。

験する活動を行ってきた。その中で、相手にはっきり伝えることの難しさや、伝わったときのうれし

さを味わってきた。また “ “ “ ”などの決められた挨拶の表、 ” ”Excuse me. Thank you. You're welcome.

現の大切さにも少しずつ触れてきた。

近年、テレビや新聞、書籍などで、児童が、世界の国の情報に触れる機会は増えている。また、オ

、 、 、 。 、 、リンピックが 夏に開催されたこともあり 外国への関心は 高いと思われる そこで 本単元では

国旗やその国の特徴を結び付けて考える活動や、自分の行きたい国やその理由を考えて紹介する活動

をすることで、世界の文化について触れる機会をもち、様々な国についての興味・関心を深めること

ができると考える。そして 「将来、外国に行ってみたい 「その国の人と話してみたい 「その国の、 」 」

様子をもっと知りたい」という、児童の夢が広がってくることも期待できる。また、普段カタカナで

、 、 、表されている国の名前と 英語とでは 発音やアクセントが違うことに気付かせることができるので

児童の興味をひきやすいと考える。さらに、ゲームの中で、相手にはっきりと伝えたり、相手の言っ

ていることをしっかり聞いたりする活動を取り入れることで、人とかかわる場面で必要な「すみませ

ん 「ありがとう 「どういたしまして」というやりとりの大切さに気付かせることのできる機会に」 」

なると考える。このように、本単元は、世界の国の言語や文化に触れるとともに、ゲーム活動や紹介

活動を通して、興味をもって人とコミュニケーションを図ることを楽しもうとする態度を育むのに適

した単元であると考える。

３ 指導方針

・ アクションタイム」では、聞いて反応する活動として、世界の国クイズ・国旗ビンゴゲーム・ど「

この国の食べ物でしょうクイズ・食べ物カルタなど、世界の国の文化に触れながら、集中して聞い

たり、考えながら聞いて言葉の違いに気付いたりしながら、相手の言っていることを聞き取ろうと

する活動を取り入れる。

・ エンジョイタイム」では、たくさんやりとりする活動として 「行きたいな。食べたいな 」ゲー「 、 。

ム・インタビュービンゴゲームなど、人とのかかわりの場を広げ、だれとでも仲よくできるゲーム

活動を取り入れる。

・ チャレンジタイム」では、自分の行きたい国とその理由を友達に紹介して、それに対する反応を「

もらう体験することで、人とかかわることを楽しむことができる活動を取り入れる。
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・国名の普段のカタカナの発音と、英語の発音やアクセントの違いに気付くことができるように、Ａ

ＬＴに発音してもらう。

・児童が、世界のことで興味があると答えていた食べ物を題材として扱うことで、世界の国々に対す

る興味・関心を高めたりできる機会となるようにする。

・教師とＡＬＴのデモンストレーションを見せることや絵カードを提示すること、児童に分かりやす

いゲームを取り入れることで、児童が活動に興味をもって、楽しく取り組めるようにする。

・活動に戸惑っている児童がいないか、児童と一緒に活動することで、様子をみとるようにする。

・発話に自信のもてない児童には、そばに行って一緒に発話したり、活動を援助したりすることで、

発話に少しでも自信がもてるようにする。

・賞賛の言葉がけをすることで、進んで活動できる児童の意欲をさらに高めるようにする。また、励

ましの言葉がけをすることで、児童が達成感を味わえるようにする。

、 、 、・振り返りカードに励ましや賞賛の言葉を記入して児童に返すことで 児童が 満足感を味わったり

自分のがんばりに気付いたりできるようにする。

４ 単元の目標及び評価規準

(1) 単元の目標

自分の思いがはっきり伝わるように発表したり、友達の発表を聞いたりしながら、互いの伝えたい

ことが分かる喜びを味わう。

(2) 単元の評価規準

評価の観点 評価規準

コミュニケーションへ
の関心・意欲・態度

・活動に進んで取り組もうとしている。
・相手の言葉を注意深く聞こうとしている。
・だれにでも話しかけようとしている。
・会話のやりとりを楽しもうとしている。
・友達の発表を聞き取ろうとしている。

表現活動への積極性 ・自分の行ってみたい国とその理由を分かりやすく伝えようとしてい
　る。

言語や文化への興味・
関心

・国によって国旗や特徴が違うことに気付こうとしている。
・国名のカタカナ表現と英語との発音やアクセントの違いに気付こう
　としている。
・世界の国々の言語や文化に触れる中で、進んで自分の行きたい国に
　ついて調べようとしている。
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「行ってみたい国を紹介しよう」（全４時間）５ 単元の活動計画

６ 授業仮説

「行ってみたい国を紹介しよう」の単元において、自分の行ってみたい国とその理由を伝える体験

に、人とのかかわりを大切にする「三つの活動場面」として、アクションタイム・エンジョイタイム

・チャレンジタイムを段階的に取り入れた活動を行えば、自分の気持ちや思いを伝える喜びを味わう

ことができ、コミュニケーションを楽しもうとする態度の育成につながるであろう。

７ 活動案

第１時の活動 「世界の国と国旗を知ろう」

平成２０年１０月３０日(木) 第４校時 ６年１組 教室

(1) 本時のねらい

クイズを通して、世界の国の名前や国旗とその特徴に気付く。

(2) 準備

『英語ノート ・ＣＤ・世界の国クイズのプリント・国旗カード・国名カード・国の特徴カード・』

実物投影機・プロジェクタ・振り返りカード

(3) 使用表現及び単語

I want to go to .世界の国の名前、 ～

(4) 展開

時 ●支援及び留意点 英語ノー

間 児童の活動 教師の活動 ＡＬＴの活動 ◎評価項目（観点）＜方法＞ ト・教材

分 ＊国際理解の視点（ ）

ウォーミングアップ( )10

単元名 行　っ　て　み　た　い　国　を　紹　介　し　よ　う

時間
第１時 第２時 第３時 第４時

ねらい

クイズを通して、世界の国の名前や国
旗とその特徴に気付こうとする。

ゲームを通して、世界の国の名前に慣
れ親しむとともに、進んでゲームに参
加しようとする。

食べ物カルタゲームやインタビュービ
ンゴゲームを通して、友達とやりとり
をしながら、進んで友達に話しかけた
り、答えたりしようとする。

自分の行ってみたい国とその理由を伝
えたり、友達の発表を聞いたりしなが
ら、自分の伝えたいことが伝わる喜び
や相手の伝えたいことが分かる喜びを
味わう。

アクション

　タイム

①世界の国クイズをする。
・国名の漢字表記、カタカナ、国旗、
　特徴を同じ国同士で、線をつなぐ。
・黒板にそれぞれの絵カードを国ごと
　にはる。

②CDを聞いて、線つなぎゲームをす
　る。(英語ノートp39)

①“I want to go to 国名. ”を聞い

　て、国旗ビンゴゲームをする。
②食べ物の絵カードを見ながら、どこ
　の国の食べ物かを考えて、国旗カー

　ドを上げるどこの国の食べ物で
　しょうクイズをする。

①出題者を交代しながら、“I want to
 go to 国名. ”を聞いて、その国の食

べ物カードを取る、食べ物カルタゲ
ームをする。

①どこの国とかかわりの深い動物かを

  考える、動物クイズをする。

使用表現及び単語 世界の国の名前
I want to go to ～.

I want to go to ～. 世界の国の名前
I want to eat ～.   食べ物の名前

I want to go to ～. 世界の国の名前
I want to eat ～.   食べ物の名前

I want to see ～.動物の名前

エンジョイ

　タイム

③相手をさがして、“I want to go 
　to ～.I want to eat ～. ”と言っ

  て、食べ物カードを集める、行き
　たいな。食べたいなゲームを
　する。

②相手をさがして、“Where do you   
  want to go?”と、インタビューをし
  て、答えてもらった国の食べ物でビ 

  ンゴをするインタビュービンゴ 
  ゲームをする。

使用表現及び単語 I want to go to ～. 世界の国の名前
I want to eat ～.   食べ物の名前

Where do you want to go?
I want to go to ～. 世界の国の名前
I want to eat ～.   食べ物の名前

チャレンジ

　タイム

②自分の行ってみたい国とその理由を
　多くの友達に伝え合い、感想を書い
　たメッセージカードを交換したり、
　友達の発表を聞いたりする。

使用表現及び単語 I want to go to ～. 行ってみたい国
の名前
I want to eat ～. I want to see 
～.などの理由  
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。・ と挨拶をする。 児童と一緒に挨拶を 児童全体に挨拶 ●元気よく挨拶できたことを賞賛するALT

・隣同士で挨拶をする。 する。 をする。 ●言葉だけでなく、表情でも気持ちを

表すように伝える。 か月の12

・ の歌 絵カードをはりながら一緒に歌う。 ●楽しく歌えるように絵カードを提示 絵カード12 Months of the Year

CDを歌う する。

アクションタイム( )30

・ＡＬＴからアメリカの話 児童と一緒に聞く。 アメリカの観光 ●ＡＬＴに出身国のアメリカの話や写 プロジェ

を聞く。 地の写真を見せ 真を見せることで、関心を高めるよう クタ・ス

ながら、話しを にする。 クリーン

する。 クイズの

をする。 ＊外国の名前の漢字表記や国旗、各国 プリント①世界の国クイズ

・世界の国の漢字表記、国 プリントを配って、世界の国クイズ の特徴などを扱うことで、世界の国々 国旗カー

旗、特徴となる絵がかかれ のやり方の説明をする。 への興味をもたせるようにする。 ド・国名

たプリントを見て、どの国 カード・

のことか線でつなぐ。 児童の解答の補助を 国名を表現する 国名漢字。

・順番に前に出て、答えの しながら、その国の ●発音やアクセントが、カタカナとは カード・

カードをはる。 説明をする。 違うことに気付かせるようにする。 国の特徴

・世界の国の国旗と国名の ●国旗カードを指しながら、国名を全 カード

表現を知る。全員で言う。 員で言うようにすることで、自信をも

って発話できるようにする。

◎＊国によって国旗が違うことや世界

にはたくさんの国があることに気付い

ている。(言語や文化への興味・関心)

国旗カードを見ながら、行きたい国 ＜発表観察＞

・デモンストレーションを を尋ねる会話をデモンストレーショ ●第４時に、自分の行きたい国とその

、見て、第４時に行きたい国 ンで示す。 理由を発表することを知らせることで

とその理由を紹介する活動 世界の国への興味をもたせ、目的をもH: Where do you want to go ?

をすることを知る。 って活動できるようにする。A: I want to go to Italy.

H: Why?

A: I want to eat pizza.

H: That's nice.

ＡＬＴに行きたい国 行きたい国とそ

を尋ねる。 の理由を言う。

CD48②線つなぎゲームをする。 ●行きたい国とその理由を言っている

・ 英語ノート』の を見 『英語ノート』 の人物や国旗等 を聞かせることで、第４時の発表の 『英語ノ『 p39 P39 CD

ながら、 を聞く。 に触れながら、線つなぎゲームのや 様子をつかませるようにする。 ート』CD

・ で聞いた通りに、人 り方を説明する。 ●全文が分からなくても一部の単語かCD

物と国旗と行きたい理由を 戸惑っている児童は 『英語ノート』 ら、全体を推測させることにより、興

線でつなぐ。 いないか、確認する の を開いて 味をもてるようにする。p39

いるか確認する ◎行きたい国の名前やその理由を単語。
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をかける。 をたよりに聞こうとしている。(コミュCD

ニケーションへの関心・意欲・態度) 国旗カー

・国旗チャンツをする。 ＜行動観察・英語ノート＞ ド

( ) 振り返りカードを書く。 ●しっかり聞けたかどうか、自分の活 振り返り5

記入している児童の間を回りなが 動を思い出しながら、振り返りカード カード

ら、言葉かけをする。 に記入するように助言する。

●良かったことを具体的に伝えたり、

次時の活動を知らせたりすることで、

次時への意欲を高めるようにする。

第２時の活動 「行きたいな。食べたいな。」

平成２０年１１月５日(水) 第６校時 ６年１組 教室

(1) 本時のねらい

ゲームを通して、世界の国の名前に慣れ親しむとともに、進んでゲームに参加しようとする。

(2) 準備

ＣＤ・国旗カード・ビンゴシート・食べ物カード・振り返りカード

(3) 使用表現及び単語

～ ～ 第１時で使用した国名、食べ物の名前I want to go to . , I want to eat . ,

(4) 展開

時 ●支援及び留意点 英語ノー

間 児童の活動 教師の活動 ＡＬＴの活動 ◎評価項目（観点）＜方法＞ ト・教材

分 ＊国際理解の視点（ ）

ウォーミングアップ( )10

。・ と挨拶をする。 児童と一緒に挨拶を 児童全体に挨拶 ●元気よく挨拶できたことを賞賛するALT

・隣同士で挨拶をする。 する。 をする。 ●言葉だけでなく、表情でも気持ちを

表すように伝える。 か月の12

・ の歌 絵カードをはりながら一緒に歌う。 ●楽しく歌えるように絵カードを提示 絵カード12 Months of the Year

CDを歌う。 する。

・国名チャンツをする。 国旗カードと国名カードをはりなが ●リズムよく言えるようにする。

ら、一緒にチャンツをする。

アクションタイム( )10

をする 国旗ビンゴゲームのやり方を説明す ●あらかじめ線だけ描いたビンゴシー ビンゴシ②国旗ビンゴゲーム 。

・国旗カードを、縦横３列 る。 トを用意しておく。 ート・国

のビンゴシートに置く。 ●何度も聞かせることができるように 旗カードH: Where do you want to go ? 、

・ や教師が言う国が出 テンポよく発音していく。ALT A: I want to go to China.

たら、裏返す。 戸惑っている児童は 国名を言う。 ●ビンゴが出たら、またカードを並べ

・縦横斜めのどれか１列が いないか、確認する 直すように指示し、何度でも繰り返し
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裏返しになったら 「ビン できるようにする。、

、 、ゴ」と言う。 ●児童の中に一緒に入ることで 全員

できているかきちんと確認できるよう

にする。

◎国名を聞いて、進んで国旗ビンゴゲ

ームに取り組んでいる。(コミュニケー

ションへの関心・意欲・態度)

＜行動観察＞

食べ物カードを見せながら、出題す ＊●どこの国の食べ物か考えることで 食べ物カ②どこの国の食べ物でしょ 、

をする。 る。やりとりをしながら、解答を知 世界の国々への興味をもたせるように ードうクイズ

・食べ物カードと国旗カー らせる。 する。

ドを組み合わせる。 ＊●日本での言い方との発音やアクセH: What's this?

・やりとりを見ながら、 ントの違いに気付かせるようにする。"I C: It's curry.

～ の使い方を考 ＊◎各国の食べ物の特徴や発音やアクwant to eat ." H: Where is curry from?

える。 セントの違いに気付いている。 (言語C: India.

や文化への興味・関心) ＜発表観察＞A: I want to go to India. I want to eat

curry .

エンジョイタイム( )20

デモンストレーションをしながら、 ● といっ 国旗カー③「行きたいな。食べたい "Thank you." "You're welcome."

をする。 ゲームやり方の説明をする。 たやりとりの言葉にも気を付けさせる ドな」ゲーム

・ＡグループＢグループに ことで、会話のマナーにも気付かせるA: Excuse me. I want to go to Italy.

分かれ、Ａは、国旗カード ようにする。I want to eat pizza.

を持つ。Ｂは、食べ物カー ●ペアの相手を替えていくことで、たH: Me,too. Here you are.

ドを持つ。 くさんの児童とかかわりの場を広げてA: Thank you.

・Ａは、相手を見付けて、 いくようにする。H: You're welcome. See you.

自分の持っている国旗カー (別の人を捜す) ●国名の表現を忘れたら、手をあげて

ドから一つ選んで、 教師に助けてもらって良いこととし、"I want A: Excuse me. I want to go to India.

国名 と話しかけ 安心して活動できるようにする。to go to ." I want to eat curry.

H: I'm sorry.る。

A: You're welcome. See you.・Ｂは、Ａの言った国の食

べ物カードがあったら、Ａ 戸惑っている児童は 発話に自信のな ◎自分から進んで、ペアを見つけて、

にカードを渡す。 いないか、確認する い児童に寄り添 話しかけたり、相手のほしいカードは

・相手を替えて 繰り返す って、一緒に発 何かをしっかり聞いたりしている。、 。

・ＡとＢの役割を交代する 話する。 (コミュニケーションへの関心・意欲・。

態度) ＜行動観察＞

( ) 振り返りカードを書く。 ●友達と協力しながら、進んで活動で 振り返り5

記入している児童の間を回りなが きたかどうか、自分の活動を思い出し カード

ら、言葉かけをする。 ながら、振り返りカードに記入するよ

うに助言する。
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●良かったことを具体的に伝えたり、

次時の活動を知らせたりすることで、

次時への意欲を高めるようにする。

第３時の活動 「行きたいところは、どこですか。」

平成２０年１１月１２日(水) 第６校時 ６年１組 教室

(1) 本時のねらい

食べ物カルタゲームやインタビュービンゴゲームを通して、友達とやりとりをしながら、進んで友

達に話しかけたり、答えたりしようとする。

(2) 準備

ＣＤ・国旗カード・食べ物カード・ビンゴシート・板・振り返りカード

(3) 使用表現及び単語

I want to go to . , I want to eat . , Where do you want to go?～ ～

第２時で使用した国名、食べ物の名前

(4) 展開

時 ●支援及び留意点 英語ノー

間 児童の活動 教師の活動 ＡＬＴの活動 ◎評価項目（観点）＜方法＞ ト・教材

分 ＊国際理解の視点（ ）

ウォーミングアップ( )10

・ と挨拶をする。 児童と一緒に挨拶を 児童全体に挨拶 ●言葉だけでなく、表情でも気持ちをALT

・友達と挨拶をする。 する。 をする。 表すように伝える。

CD●ＢＧＭをかけて、楽しい雰囲気の中

で挨拶できるようにする。

・ の歌 絵カードをはりながら一緒に歌う。 ●楽しく歌えるように絵カードを提示 か月の12 Months of the year 12

を歌う。 する。 絵カード

アクションタイム( )10

・ＡＬＴに“ ●カードをはって一緒に発話していく 食べ物カWhere do you C: Where do you want to go?

”と聞く。 ことで、前時の活動を思い出せるよう ードwant to go? A: I want to go to Italy. I want to eat

にする。pizza.

答えてから、国旗カードと食べ物カ ＊●食べ物と国のかかわりを考えるこ

ードをはる。やりとりを続ける。 とで、世界の国々への興味をもたせる

“ 国名 ようにする。I want to go to . I want to eat

食べ物”を児童と一緒に発話して ●リズムよく言えるようにする。.

いく。

をする。①食べ物カルタ

・３人組になって、食べ物 食べ物カルタのやり方を説明する。 ●出題者が国名を言うことで、取る方

カードを並べる。１人が“ は、どの食べ物かを考えて、カードを 食べ物カI H: Where do you want to go?
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国名 ”と、出 取るようにする。 ードwant to go to . A: I want to go to Italy.

題する。あとの２人でその （カードを取る ） ●出題する人を替えることで、聞くこ。

国の特徴の食べ物カードを とと答えることの両方を体験できるよA: I want to eat pizza.

取る。 うにする。

・カードが無くなったら、 グループを回りながら、発話に自信 ◎出題したり、国名を聞いて食べ物カ

出題者を交代する。 のない児童に寄り添って一緒に発話 ードを取ったり、進んでカルタに取り

する。 組んでいる。

(コミュニケーションへの関心・意欲・

態度) ＜行動観察＞

・ 国名 ●音楽を使って、楽しく、リズミカル“I want to go to . I

食べ物”のチャ ジェスチャーを交えながら、児童と に言えるようにする。want to eat

ンツをする。 一緒に楽しくチャンツをする。

エンジョイタイム( )20

インタビュービンゴゲームのやり ●あらかじめ線の引いてあるビンゴシ ビンゴシ②インタビュービンゴゲー

をする。 方をデモンストレーションで示 ートとカードを置く板を用意する。 ート・板ム

・ビンゴシートに食べ物カ す。 ●“ “ ”と ・食べ物Thank you. You're welcome.”

ードをはる。 いったやりとりの言葉にも気を付けさ カードH: Excuse me. Where do you want

・ペアを見つけて “ せることで、会話のマナーにも気付か、 Where to go?

と聞く せるようにする。do you want to go? A: I want to go to India.” 。

・答えてもらった国の食べ ●ペアの相手を替えていくことで、たI want to eat curry.

物カードを裏返す。 くさんの児童とかかわりの場を広げてA: Ok. Thank you.

・他の相手を見つけて繰り いくようにする。H: You're welcome. See you.

返す。 ●国名や食べ物の表現を忘れたら、手

・ビンゴになったら、シー 児童の活動を見守り 戸惑っている児 をあげて教師に助けてもらって良いこ

ルをもらい、カードを入れ ながら、シールを渡 童がいないかを ととし、安心して活動できるようにす

替えて、また、挑戦する。 す。 確認しながら、 る。

一緒に活動する ◎自分から進んで、ペアを見つけて、。

話しかけたり、相手の言ったことをし

っかり聞いたりしている。

(コミュニケーションへの関心・意欲・

態度) ＜行動観察＞

アンケート結果をランキング形式でみんなの行きたいところラ

をする。 発表しながら、行きたい理由を問いンキングクイズ

・先日とった行きたいとこ かける。 ●先日とったアンケートの結果を出題

ろアンケートの結果を聞い 第１位は ・・ することで、興味をもたせるようにすH: 、

たり 理由を答えたりする る。、 。 I want to go to Disney Land.

●ＡＬＴに、簡単な英語で言ってもらWhy?

答えた児童に理由を聞いて、ＡＬＴ うようにする。

が英語で言う。
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( ) 振り返りカードを書く。 ●友達と協力しながら、進んで活動で 振り返り5

記入している児童の間を回りなが きたかどうか、自分の活動を思い出し カード

ら、言葉かけをする。 ながら、振り返りカードに記入するよ

うに助言する。

●良かったことを具体的に伝えたり、

次時の活動を知らせたりすることで、

次時への意欲を高めるようにする。

第４時の活動 「行ってみたい国を紹介しよう」

平成２０年１１月１７日(月) 第５校時 ６年１組 教室

(1) 本時のねらい

自分の行ってみたい国とその理由を伝えたり、友達の発表を聞いたりしながら、自分の伝えたいこ

とが伝わる喜びや相手の伝えたいことがわかる喜びを味わう。

(2) 準備

ＣＤ・国旗カード・食べ物カード・動物カード・行ってみたい国紹介カード・メッセージカード

・振り返りカード

(3) 使用表現及び単語

～ ～ 行きたい国の名前とその理由I want to go to . , I want to . , Where do you want to go? ,

(4) 展開

時 ●支援及び留意点 英語ノー

間 児童の活動 教師の活動 ＡＬＴの活動 ◎評価項目（観点）＜方法＞ ト・教材

分 ＊国際理解の視点（ ）

ウォーミングアップ( )10

・ と挨拶をする。 児童と一緒に挨拶を 児童全体に挨拶 ●言葉だけでなく、表情でも気持ちをALT

・友達と挨拶をする。 する。 をする。 表すように伝える。

CD●ＢＧＭをかけて、楽しい雰囲気の中

で挨拶できるようにする。

・ の歌 絵カードをはりながら一緒に歌う。 ●楽しく歌えるように絵カードを提示 か月の12 Months of the Year 12

を歌う。 する。 絵カード

アクションタイム( )10

・ 国名 国旗カード、食べ物カードをはりな ●音楽を使って、楽しく、リズミカル 食べ物カ“I want to go to . I

食べ物”のチャ がら、児童と一緒に楽しくチャンツ に言えるようにする。 ード・国want to eat

ンツをする。 をする。 ●カードをはって一緒に発話していく 旗カード

ことで、前時の活動を思い出せるよう

チャンツの最後で にする。

I want to go to China.

と言う。I want to eat pandas.
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・スキットを見て、 間違って言うことで、どうしたらよ ●意図的に間違うことで、児童に気付I want

～ の使い方を考え いか児童に問いかける。 かせるようにする。to see .

る。 であることを知I want to see pandas.

らせる。

をする。 他の動物について、どこの国とかか ●動物カードは、児童が今までに親し 動物カー①動物クイズ

・どこの国の動物か答え、 わりがあるか質問しながら、答えを んだ動物名を使うようにする。 ド

一緒に発話する。 知らせる。 ＊●動物と国のかかわりを考えること

で、世界の国々への興味をもたせるよA: Where can I see koalas?

うにする。C: Australia.

A: I want to go to Australia. I want to

see koalas.

チャレンジタイム( )20

行ってみたい国の紹介の仕方をデ ●言葉だけでなく、ジェスチャーや、 行ってみ②「行ってみたい国を紹介

をする。 モンストレーションで示す。 カードに描いた絵なども使って、伝え たい国紹しよう」

・３人組になって、自分の られるようにする。 介カードH: Where do you want to go?

A: I want to go to France.行ってみたい国を紹介し合

I want to see the Eiffel Tower.う。

・ペアを見つけて、自分の ●ペアの相手を替えていくことで、たH: The Eiffel Tower?

行ってみたい国を紹介し合 くさんの児童とかかわりの場を広げてA: Yes. This is the Eiffel Tower.

う。 いくようにする。H: That's nice.

・相手の話を聞いて、メッ ●メッセージカードには、聞いて思っA: Where do you want to go?

セージカードを書いて、交 たことを簡単に書くようにする。H: I want to go to Italy.

換する。 ◎自分から進んで、ペアを見つけて、I want to eat spaghetti.

自分の行ってみたい国とその理由を伝A: That's nice. Thank you.

児童の活動を見守り 戸惑っている児 えたり、相手の言ったことをしっかり

ながら、戸惑ってい 童がいないか、 聞いたりしている。

る児童がいないか、 確認しながら、 (コミュニケーションへの関心・意欲・

確認する。 一緒に活動する 態度) ＜行動観察＞。

・代表の児童が、前に出て 他の児童と一緒に発表を聞く。 ●なるべく見守るが、困っているとき

発表する。発表を聞く。 がんばったことを賞賛する。 には、支援する。

●がんばりを賞賛し、認めることでさ

らに意欲をもたせる。

◎進んで自分の行きたい国を紹介して

いる （表現活動への積極性）。

＜発表観察＞

( ) 振り返りカードを書く。 ●進んで活動できたかどうか、自分の 振り返り5

記入している児童の間を回りなが 活動を思い出しながら、振り返りカー カード

ら、言葉かけをする。 ドに記入するように助言する。
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●単元を通して良かったところを伝え

ることで、次の単元への意欲を高める

ようにする。


